
カ
ラ
ス
た
ち

柳宗悦、Ｂ・リーチの来訪に始まる、濱田庄司、

鈴木繁男、富本憲吉、藤本能道らの指導と叱咤。

彼らは砥部に何を発見し、何を残したのか。

戦
後
の
砥
部
焼
を
復
興
さ
せ
た
陶
工
た
ち
の
足
跡

亀
井
典
彦

亀
井
典
彦

梅山窯製品写真

協力・木下陶器店

愛媛県伊予郡砥部町大南57

www.e-tobeyaki.com

柳
宗
悦

「
砥
部
は
磁
器
の
産
地
で
あ
り
な
が
ら
、
実
用
食
器
が
な
い
の
は
お
か
し
い
」

鈴
木
繁
男

「
唯
ひ
た
す
ら
染
付
の
雑
器
を
世
間
に
沢
山
送
り
出
し
た
い
と
い
う
工
夫
を
心
に
か
け
て
い
ま
し
た
。

理
想
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
ほ
り
さ
げ
れ
ば
大
き
な
「
願
」
み
た
い
な
も
の
を
も
っ
て
い
ま
し
た
」

濱
田
庄
司

「
砥
部
は
呉
須
で
売
れ
」

「
澤
田
、
岩
橋
、
工
藤
の
君
等
三
人
が

や
っ
て
や
り
ま
く
っ
て
梅
野
工
場
を
潰
す
く
ら
い
の
気
持
で
や
ら
な
け
れ
ば
駄
目
だ
」

富
本
憲
吉

「
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
な
け
れ
ば
駄
目
だ
」

藤
本
能
道

「
瀬
戸
や
有
田
を
追
う
の
で
は
な
く
、
砥
部
は
砥
部
の
道
を
突
き
進
め
」

「
武
之
助
さ
ん
に
そ
の
気
が
な
か
っ
た
ら
、
恐
ら
く
今
の
砥
部
焼
の
姿
は
実
現
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」



砥
部
・
梅
山
窯
の
大
将
と
三
羽
烏

戦
後
の
砥
部
焼
を
復
興
さ
せ
た
陶
工
た
ち
の
足
跡

亀
井
典
彦

と

　
　べ

ば
い
ざ
ん
が
ま

カ
ラ
ス
た
ち



こ
の
書
籍
は
平
成
26
年
（
2
0
1
4
）
に
55
部
限
定
出
版
し
た
も
の
で
す
。

発
行
の
主
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
戦
後
の
砥
部
焼
を
復
興
さ
せ

た
工
人
た
ち
の
足
跡
を
、
資
料
と
取
材
で
書
籍
に
ま
と
め
、
図
書
館
に
寄
贈
し
て
後
世
に
残
す
こ
と
で

し
た
。

こ
の
た
び
、
砥
部
む
か
し
の
く
ら
し
館
に
て
「
梅
山
窯
の
三
羽
烏
展
」
が
開
催
さ
れ
る
の
を
き
っ
か

け
に
、
拙
著
を
P
D
F
化
し
て
一
般
公
開
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

多
く
の
窯
が
廃
業
し
、
ど
ん
底
に
あ
っ
た
戦
後
の
砥
部
焼
。
そ
ん
な
状
況
下
に
あ
っ
た
梅
山
窯
四
代

目
の
大
将
と
、
彼
の
元
に
集
ま
っ
た
当
時
20
代
前
半
の
3
人
の
若
者
が
牽
引
役
と
な
っ
た
が
む
し
ゃ
ら

な
取
り
組
み
は
徐
々
に
実
を
結
び
、そ
の
成
果
は
、や
が
て
産
地
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
き
ま
す
。

柳
宗
悦
、
Ｂ
・
リ
ー
チ
の
来
訪
に
始
ま
り
、
濱
田
庄
司
、
富
本
憲
吉
等
の
指
導
と
助
言
を
受
け
て
彼

ら
が
何
を
思
い
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
っ
た
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
一
助
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

著
者
。（
2
0
2
3
・
3
）

な
お
、
こ
の
書
籍
は
発
行
か
ら
丸
8
年
が
経
過
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
原
稿
内
容
に
不
備
な
面
も

生
じ
て
い
ま
す
が
、
加
筆
や
訂
正
を
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
P
D
F
化
し
て
い
ま
す
。

一
般
公
開
す
る
に
あ
た
り
、
著
作
権
お
よ
び
肖
像
権
を
考
慮
し
て
、
一
部
写
真
を
割
愛
し
て
い
ま
す

こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

本
書
原
稿
お
よ
び
写
真
の
無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す
。

こ
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浅川伯教（柳に民藝発見のきっかけを作った人物）
発掘調査研究と作陶のため来砥

富本憲吉
（当時京都市立美術大学教授）
（のち人間国宝、文化勲章）

藤本能道
（のち人間国宝）

加藤土師萌（のち人間国宝）

（のち人間国宝・文化勲章）

濱田庄司

濱田門下生・阿部祐工
西条から砥部に移る

民藝
柳宗悦

民藝同志
バーナード
・リーチ

元愛媛県知事
久松定武

阿部を手伝う

ばいざんがま

梅山窯（梅野精陶所）

<来砥＞

昭和

断続的に来砥

柳宗悦の愛弟子
鈴木繁男
初めて砥部へ

四代目・梅野武之助
24 歳で家業を継ぐ

県嘱託としてデザイン指導嘱託を離れても武之助を支援。生涯の友となる。

断続的に助言

梅野武之助の著述や、その他の資料より作成

県嘱託としてデザイン指導

閉窯して九州へ

窯の事は窯に聞け

それなら濱田を紹介しよう

砥部の焼き物を発展させるために
何かいい方法はなかろうか

砥部は呉須が看板である。呉須を売ることだ

筋の通った取り引は万難を排して応えることが大事

日本の焼き物は近代になって機械化され､形にしても模様にしても
大変乱れていて、しっかりした良いものがない。

今時このような雑器が大量に焼かれているのは珍しい。

デザインができ
なければ駄目だ

脳を使え

わかりました

藤本君、砥部で指導しては

卒業生の澤田君を紹介しよう

澤田君、君には砥部がふさわしい

ロクロ成形は陶磁技術の基本で、是非とも窯を持っ者が身につけておかねばならない

伊万里も九谷も乱れている。これからいい仕事ができるところは、
会津本郷と四国の砥部だろう

澤田、岩橋、工藤の三人がやってやりまくって梅野工場を
潰すくらいの気持でやらなければ駄目だ！（喝！）

はやりすたりの多い花器を本命としたのでは技術向上はのぞまれない。
技術をもっている人が一番多く集っている梅野窯が
その方向に向かわないと将来があやぶまれる

いまさら機械化したところで競争には勝てない。 
あくまでも手作りの面白さを生かして、成形は手造りロクロ、
文様も手描きを基本として行くべき

磁器だから手さばきの早い、簡素な染付に上絵の赤線で
かるく付彩したスタイルのものが一番効率がよい
前に指導にこられた民芸の方も富本先生も同じ考えだったと思う

お前の工場にものがわかって図案ができて、
陶器をつくる技術のある男を一人入れることだ

現今の製品はかんばしくない。大恵の原料を無駄使いしている。
陶石を活かして、砥部でなくては出来ぬものを作るべき。

民藝の先生から貴重なアドバイスをいただいた

産地は疲弊しており、このままでは駄目だ岩橋。鈴木先生の助手を

富本先生、これからどうすべきでしょう

九州・伊万里へ。その後も砥部に足を運ぶ

これからは
食器だ！

われわれの暮らしの中で一番欲しいのは、染付け磁器なんだ。
どこを探しても手ごろなものは見つからない。
特に飯茶わんは磁器が望ましい

昭和の砥部焼再生に関わった人たち

藤
本
能
道
の
ア
ド
バ
イ
ス

砥部は磁器の産地でありながら実用食器がないのはおかしい
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昭和

この年表は陶磁器研究・山本典男氏が作成した資料年表より抜粋したものです
戦後の産地の状況

■■■■ ■ ■■ ■ ■
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ッ
ド
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ュ
ー
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グ
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ド
ニ
ュ
ー
ス

■



第
一
章

　梅
野
ト
リ
オ

　15

第
三
章

　富
本
憲
吉
と
藤
本
能
道

　91

第
四
章

　ク
ラ
フ
ト
・
セ
ン
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン

　123

第
五
章

　澤
田
、
伊
万
里
へ

　173

お
わ
り
に

　219

第
二
章

　柳
宗
悦
と
鈴
木
繁
男

　35



低
迷
が
続
き
、

ど
ん
底
に
あ
っ
た
砥
部
・
梅
山
窯
が
、

一
人
の
男
を
迎
え
て
動
き
は
じ
め
た

昭
和
30
年
の
夏
。

梅
野
武
之
助
、
三
十
四
歳

鈴
木
繁
男
、
四
十
一
歳

左・鈴木繁男、右・梅野武之助
（鈴木繁男作品集より転載）

取
材
・
梅
山
窯
で
過
ご
し
た
日
々



柳
宗
悦
と
富
本
憲
吉
。

こ
の
二
人
か
ら
連
な
る
人
物
た
ち
が

深
く
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
で

梅
山
窯
お
よ
び
砥
部
の
産
地
は

大
き
く
変
化
を
遂
げ
て
い
く
。

二
人
の
来
砥
は
、

そ
の
後
の
梅
山
窯
、
砥
部
焼
再
生
の
き
っ
か
け
を
作
る

「
事
件
」
と
も
い
え
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。



第
一
章

　

梅
野
ト
リ
オ



集
ま
っ
た
三
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
緯

澤
田





「澤田痴陶人の全貌」から転載

九州に移ったのちの 50 代の写真

岩
橋
節
夫





昭和 54 年発行「第 2回愛媛の陶芸展」より転載

40 代の頃の写真

工
藤
省
治





昭和 54 年発行「第 2回愛媛の陶芸展」より転載

40 代の頃の写真

梅
山
窯
四
代
目
の
大
将
・
梅
野
武
之
助







勲五等瑞宝章を受けた 70 代の頃

第
二
章

柳
宗
悦
と
鈴
木
繁
男

昭
和
28
年
。

民
藝
運
動
の
創
始
者
・
柳
宗
悦
、
同
志
・
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ

砥
部
・
梅
山
窯
を
訪
れ
る
。

「
日
本
の
焼
物
は
ど
こ
も
荒
れ
て
し
ま
い
、
よ
い
も
の
が
な
い
」

「
砥
部
に
実
用
食
器
が
な
い
の
は
お
か
し
い
」

濱
田
庄
司
、「
伊
予
ボ
ー
ル
」
の
活
況
に
驚
く
。

梅山窯の登り窯を視察する柳宗悦

（「柳宗悦の世界」より転載）



柳
宗
悦

「
日
本
の
焼
き
物
は
近
代
に
な
っ
て
機
械
化
さ
れ
、

形
に
し
て
も
模
様
に
し
て
も
大
変
乱
れ
て
い
て
、
し
っ
か
り
し
た
良
い
も
の
が
な
い
」

「
砥
部
は
磁
器
の
産
地
で
あ
り
な
が
ら
、
実
用
食
器
が
な
い
の
は
お
か
し
い
」

鈴
木
繁
男
の
指
導

民
芸
・
柳
宗
悦
の
た
だ
一
人
の
直
弟
子
、
鈴
木
繁
男



昭和 32 年　砥部に来ていた頃の鈴木繁男（雑誌民芸より転載）



昭
和
28
年
、
民
芸
運
動
の
創
始
者
・
柳
宗
悦
と

Ｂ
・
リ
ー
チ
が
砥
部
を
訪
問
し
た
こ
と
か
ら
す
べ
て
は
始
ま
っ
た



濱
田
庄
司
の
弟
子
、
西
条
出
身
の
阿
部
祐
工
、
砥
部
で
開
窯

砥部町報（昭和 28 年 6月号）に掲載された、柳一

行の来砥を伝える記事。戦後の砥部焼再生は、彼ら

の来訪をきっかけに始まった。

この記事では、柳よりも、陶芸家バーナード・リー

チにスポットが当てられている。

なお、柳の来砥は当時の愛媛県知事、久松定武が招

聘したものであった。

「・・・昭和二十六年、知事に就任した私は、こう

した砥部焼の荒廃に深く心を痛め、まずその立て直

しのため、戦後民芸美術復興に大きな意欲と指導を

されていた柳宗悦先生と英国の陶芸家バーナード・

リーチ先生の来県指導を仰いだのでした・・・」

（砥部焼とわたし）



漆
芸
の
図
案
家
か
ら
、
陶
芸
指
導
者
へ



梅
山
窯
で
の
第
一
歩





梅
野
ト
リ
オ
、
動
き
出
す





工
藤
省
治
と
ロ
ク
ロ





澤
田
の
取
り
組
み



澤
田
と
若
手
陶
工

食
器
づ
く
り
の
ロ
ク
ロ



砥
部
は
呉
須
で
行
く
べ
し



梅
野
呉
須
の
誕
生



砥
部
焼
の
新
し
い
イ
メ
ー
ジ

鈴
木
繁
男
と
の
共
創
体
制





鶴
市
、
武
之
助
親
子
の
共
通
の
想
い



「
鍋
底
景
気
」
と
、
東
京
三
越
で
の
「
砥
部
焼
新
作
即
売
展
」



「
砥
部
焼
新
作
即
売
展
」
の
成
果

花
器
に
依
存
し
つ
つ
、
育
ん
だ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
芽



唯ひたすら染付の雑器を世間に沢山
送り出したいという工夫を心にかけていました。
理想とはいえないまでも、ほりさげれば
大きな「願」みたいなものをもっていました。

鈴木繁男



昭和 40 年代

昭和 40 年代後期

昭和 40 年代後期

昭和 50 年代初期昭和 50 年代後期



柳宗悦の地方行脚鈴木繁男と陶芸



お花の稽古と花器天日干しされる花器と
澤田デザインによる人形型調味料入れ



陶和会とロクロ伊予ボール。
ビフォー＆アフター。



鈴
木
繁
男
と
「
百
年
デ
ザ
イ
ン
」



鈴
木
繁
男
が
砥
部
に
や
っ
て
来
た
タ
イ
ミ
ン
グ
考



くらわんか、二態。
第
三
章

富
本
憲
吉
と
藤
本
能
道

昭
和
31
年

富
本
憲
吉
、
砥
部
で
作
陶
。

「
七
十
歳
を
過
ぎ
て
、
理
想
の
白
磁
を
探
し
て
こ
こ
に
来
た
」

梅
野
武
之
助
を
教
え
、
導
き
、

澤
田

に
続
い
て
、

前
衛
も
色
絵
も
こ
な
す
異
才
・
藤
本
能
道
を
送
り
込
む
。

「えひめ雑誌」より転載



富
本
憲
吉

「
お
前
の
工
場
に
も
の
が
わ
か
っ
て
図
案
が
で
き
て
、
陶
器
を
つ
く
る
技
術
の
あ
る
男
を
一
人
入
れ
た
ら
い
い
」

「
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
な
け
れ
ば
駄
目
だ
」

「
人
間
、
一
生
で
自
分
が
納
得
の
い
く
模
様
が
三
つ
で
き
た
ら
い
い
方
で
、

そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
で
、
そ
の
上
、
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
で
決
ま
っ
て
く
る
」

富本憲吉の来砥を伝える昭和 31 年 4月の

砥部町報。滞在中は試験場で作陶し、試験

場の白石氏がロクロを回し、助手を務めた。

人間国宝指定に伴う技術の口述筆記も行わ

れた。当時、民芸の鈴木繁男が指導に来て

いたこともわかる。



富
本
憲
吉
、
砥
部
へ



富
本
憲
吉
の
ア
ド
バ
イ
ス

富
本
憲
吉
、
梅
山
窯
の
手
伝
い
を
す
る



武
之
助
に
対
す
る
富
本
憲
吉
の
教
え



藤
本
能
道
が
砥
部
に
来
る
ま
で



藤
本
能
道
効
果

藤
本
能
道
が
見
た
砥
部
の
実
情





工
藤
の
半
菊
模
様
、
岩
橋
の
羊
歯
模
様

藤
本
の
指
導
と
ハ
ッ
パ



東
京
三
越
・
新
作
即
売
会
の
意
義

藤
本
の
す
ご
さ
と
、
人
間
性
に
触
れ
る



岩
橋
と
赤
絵

4 回目開催を控えた、東京三越での砥部焼

新作展示即売会への期待が報じられている

砥部町報（昭和 35 年 10 月号）。

藤本能道が現地で直接指導することも紹介

している。会場のレイアウト、陳列の仕方

も藤本自らが指揮した。



砥
部
以
降
の
藤
本
能
道



「
瀬
戸
や
有
田
を
追
う
の
で
は
な
く
、
砥
部
は
砥
部
の
道
を
突
き
進
め
」

呑
兵
衛
、
能
道
氏
、
口
角
泡
を
飛
ば
す
。

東
京
芸
術
大
学
に
迎
え
ら
れ
、

人
間
国
宝
の
指
定
を
受
け
た
頃
の

藤
本
能
道

藤
本
能
道

「
砥
部
は
他
の
産
地
と
く
ら
べ
て
機
械
化
に
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。
む
し
ろ
そ
の
遅
れ
を
利
用
す
べ
き
」

「
澤
田
、
岩
橋
、
工
藤
の
三
君
が
私
の
考
え
と
感
覚
的
な
方
向
を
理
解
し
、
次
第
に
実
行
に
移
し
て
行
っ
て
く
れ
た
」

「
武
之
助
さ
ん
に
そ
の
気
が
な
か
っ
た
ら
、
恐
ら
く
今
の
砥
部
焼
の
姿
は
実
現
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」



藤
本
能
道
が
持
ち
込
ん
だ
「
ペ
ン
ペ
ン
」
か
ら

梅
山
窯
ス
タ
イ
ル
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
模
様
が
、
次
々
と
生
ま
れ
た
。

砥
部
を
離
れ
、
東
京
芸
大
に
迎
え
ら
れ
て
以
降
の
作
風
は

写
実
的
色
絵
を
展
開
。

恩
師
富
本
憲
吉
、
加
藤
土
師
萌
に
続
き
、
色
絵
磁
器
で
人
間
国
宝
と
な
る

梅山窯に残る藤本能道が残したデザイン見本

「
ペ
ン
ペ
ン
」
を
応
用
し
て
生
ま
れ
た
梅
山
窯
デ
ザ
イ
ン

写真協力・木下陶器店



武之助、富本憲吉の誘いを、断る。加藤土師萌



鈴
木
繁
男
と
富
本
憲
吉
の
同
居



第四章　
クラフト・センター・ジャパン

質の高い日用品を意味する「クラフト」。

新しい生活文化を提案する

（財）クラフト・センター・ジャパンとの共創関係が

砥部焼を全国ブランドへと押し上げた。



食
器
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
へ



財
団
法
人
ク
ラ
フ
ト
・
セ
ン
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
と
は





ク
ラ
フ
ト
・
セ
ン
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
と
の
二
人
三
脚



「
砥
部
計
画
」
に
見
る
ク
ラ
フ
ト
・
セ
ン
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
と
梅
山
窯
側
の
分
担

写真の製品は鉄絵に赤を差したコーヒーカップ。

このデザインシリーズは選定委員から高く評価され、

認定に選ばれたことで急速に販売を伸ばした。



展
覧
会
、
展
示
会
と
営
業
活
動



梅
山
窯
と
ク
ラ
フ
ト
・
セ
ン
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

新
民
芸
と
の
二
本
立
て



「
梅
サ
イ
ン
」
の
こ
と

試
作
か
ら
量
産
へ
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
仕
事
。





ク
ラ
フ
ト
・
セ
ン
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
の
成
功
事
例
だ
っ
た
砥
部
焼

蕎
麦
猪
口
の
事
例



砥
部
は
民
芸
か
、
ク
ラ
フ
ト
か



三
人
に
続
く
世
代
の
成
長

遊
び
た
い
盛
り
の
、
見
習
い
小
僧
で
し
た
。

休
憩
時
間
の
楽
し
み
は
、
澤
田
さ
ん
た
ち
の
話
を
聞
い
た
り
、
花
札
を
し
た
り
。





澤
田
、
岩
橋
、
工
藤
、
三
人
の
個
性
が
か
ら
み
あ
い
、

お
互
い
に
尊
敬
し
あ
う
人
間
関
係
か
ら

デ
ザ
イ
ン
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
ま
れ
て
い
た
。







鈴
木
繁
男
先
生
の
宿
泊
先
に
お
邪
魔
し
て
、
お
聞
き
し
た
民
藝
の
こ
と
。
作
陶
の
こ
と
。

そ
の
と
き
の
感
銘
が
、
心
の
奥
底
で
ず
っ
と
生
き
続
け
て
い
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。





三
つ
葉
模
様
誕
生





梅
野
学
校



ロ
ク
ロ
と
絵
付
け
に
明
け
暮
れ
た
５
年
間



砥部焼の好調な売れ行きを伝える昭和 39 年 7月の砥部町報。この年の展示会の盛況ぶ

りは、関係者に明るい未来を予感させた。武之助もまた、この時の反響が生涯忘れる

ことのできない特別なものとなった。武之助の一文である。

「昭和三十九年に、「砥部陶磁器展」がクラフトセンターで本格的に開催されたことに

よって好評を得て逐次販売されるようになった。

この時のメンバーは、澤田 、岩橋節夫、工藤省治、伊志良光、杉本幸太郎であった。

この展示会で選定された作品は（クラフトセンタージャパンの）工芸品課で取り扱う

ことになったことで各方面で好評を得ることになった」



秋
岡
芳
夫
と
砥
部
焼



第
五
章

澤
田
、
伊
万
里
へ

昭和 31 年。

砥部に来ていた頃の濱田庄司

そ
の
後
の
大
将
と
三
人

一
度
も
ほ
め
る
こ
と
の
な
か
っ
た

毒
舌
の
主
、
濱
田
庄
司
。

二
十
年
か
か
っ
て
や
っ
と
武
之
助
が
手
に
し
た

「
及
第
点
」。



濱
田
庄
司

「
澤
田
、
岩
橋
、
工
藤
の
君
等
三
人
が

や
っ
て
や
り
ま
く
っ
て
梅
野
工
場
を
潰
す
く
ら
い
の
気
持
で
や
ら
な
け
れ
ば
駄
目
だ
」

濱田庄司の二度目の来砥を伝える砥部町報

（昭和 29 年 4月号）。

外部から著名な指導者を迎える高ぶりが、

文面から伝わってくる。



叱
咤
の
人
、
濱
田
庄
司





濱
田
庄
司
と
白
磁
大
皿



日本民芸館賞を受賞した白磁大皿。

（雑誌民芸より転載）



澤
田
、
伊
万
里
へ



梅
野
ト
リ
オ
の
デ
ザ
イ
ン











「
三
者
三
様
」。
そ
の
後
の
足
跡
。













棟方志功、
スケッチ旅行で砥部に立ち寄る

伝統的工芸品



「
古
砥
部
陶
片
文
様
集
」
と
「
古
砥
部
」







司
馬
遼
太
郎
と
砥
部
焼



陶祖が丘に建つ
梅野武之助の碑お

わ
り
に　

60
年
を
経
て



梅
山
窯
の
変
革
が
も
た
ら
し
た
も
の

梅
山
窯
再
生
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
、
誰
だ
っ
た
の
か





大
将



小
窯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
時
代



梅野トリオの三人を中心に、これまでに手

掛けた製品の試作品、見本を納めた部屋。

通称、見本部屋。

残念なことに、平成 13 年の芸予地震で大

量の品が破損してしまった。




